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こんなことが出来ます！
マグネシウムをポーラス化（多孔質化）することができます。
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【解決したポイント】【従来の問題点】
マグネシウムは
　①表面の酸化皮膜のため焼結しにくい

　通常のスポンジよりも大きな衝撃（自動
車、野球の公式球など）を吸収する用途と
して活用できると思います。
　振動吸収材、吸音材、濾過材などとして
も適用可能性があるのではと考えていま
す。
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　マグネシウム粉末とスペーサー材（例えば塩化ナトリウム）、そして焼結活性剤として例えば亜鉛
粉末を加えた混合粉末を焼結し、焼結体を水酸化ナトリウム水溶液（pH>12）に浸漬してスペー
サー材を溶かすことでポーラスマグネシウムを製造できます。スペーサー材の添加割合を調整す
ることで空孔率を制御できます。

部分的なポーラス化や
空孔の大きさを変える
ことが可能

潰したときのエネ
ルギー吸収量は緻
密材の約70倍

②水と反応してしまう
という問題点があり、水溶性のスペーサ
ー材と焼結を用いて多孔質化する手法が
確立されていませんでした。

①焼結活性剤を加え、液相焼結を適用し、　
　　焼結性を改善しました。
②pHを調整することでマグネシウムを水と
　反応させずスペーサー材を溶出しました。
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